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(57)【要約】
　創傷に吸気を適用するシステムにおいて、負圧を生じ
させる携帯型吸引ポンプであって、ポンプは、圧力を予
め選択された圧力付近の下限値及び上限値の間に維持す
るために、ポンプの作用を制御する圧力制御回路と、創
傷に適用される負圧レベルのずれを検知する故障検知シ
ステムとを有しており、故障検知システムは、圧力制御
回路とは独立して作動し得る。好適な実施形態において
、故障検知システムは、システムの故障を検知するため
に、基準気流からのずれを使用する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
吸気を創傷へ適用するシステムにおいて、負圧を生じさせる携帯式吸引ポンプであって、
　（ａ）創傷用包帯から前記ポンプへの導管を通る気流を測定する流速監視システムと、
該流速監視システムは、該気流が基準流速範囲内にあるか、該基準流速範囲より低いか、
或いは該基準流速範囲より高いかを検知することと、
　（ｂ）前記気流が前記基準流速範囲より低い時に閉塞を、該気流が該基準流速範囲内に
ある時に正常作動を、また該気流が該基準流速範囲より高い時に漏れを指示する視覚的指
示器と、
　（ｃ）前記ポンプの入口において、圧力変換器によって検知された圧力を、圧力設定値
付近の上限値及び下限値の間に維持するために、該ポンプの作動を制御する圧力制御回路
と
を含むことを特徴とするポンプ。
【請求項２】
前記流速監視システム及び前記視覚的指示器は、マイクロプロセッサによって制御される
ことを特徴とする請求項１のポンプ。
【請求項３】
前記圧力制御回路は、前記マイクロプロセッサからの入力がない状態で、前記ポンプの作
動を制御する固体素子電子機器を使用することを特徴とする請求項２のポンプ。
【請求項４】
前記創傷から吸引された液体を収集するために、前記創傷用包帯及び前記ポンプの間の前
記導管に配置される屑収集容器を更に含み、該容器は、接続用結合金具を有し、
　前記ポンプは、前記容器を支持するドッキングステーションと、該容器の接続用結合金
具を受入れるように適用された結合金具とを有する
ことを特徴とする請求項２のポンプ。
【請求項５】
前記ポンプの結合金具は、前記容器を機械式に拘束するために、解放可能なラッチを含む
ことを特徴とする請求項４のポンプ。
【請求項６】
容器満杯センサは、前記容器に収集された屑のレベルを表す信号を前記マイクロプロセッ
サに供給し、且つ該マイクロプロセッサは、満杯容器の誤指示の可能性を低減させるため
に、前記センサ信号の時間遅延及び採取速度を組み入れたアルゴリズムを含むことを特徴
とする請求項４のポンプ。
【請求項７】
前記気流が前記基準流速範囲よりも高い時に、前記流速監視システムは更に、該気流が該
基準流速範囲よりも高い第１範囲内にあるか、又は該基準流速範囲よりも高い第２範囲に
あるかを検知し、該第２範囲は、該第１範囲よりも、該基準流速からのずれが大きく、
　前記指示器は更に、前記気流が前記基準流速範囲よりも高い前記第１範囲内にある時に
、第１レベルの漏れを指示し、また該気流が該基準流速範囲よりも高い第２範囲内にある
時に、第２レベルの漏れを指示する
ことを特徴とする請求項１のポンプ。
【請求項８】
前記指示器は、前記ポンプを通る気流の状態の図形視覚的指示を供給するために、色付け
されると共に目盛りが付けられたバーメータを含むことを特徴とする請求項７のポンプ。
【請求項９】
前記ポンプを通る気流の基準流速範囲からのずれと関連付けられていない１個又は複数の
システムエラーの視覚的警告を表示するエラー指標表示器を更に含むことを特徴とする請
求項７のポンプ。
【請求項１０】
前記システムエラーは、圧力変換器からの過剰圧力の検知、圧力変換器故障、屑収集容器
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のはずれ、低電池電圧、正しくない電源の取付け、及び少作動時間残余からなるグループ
から選択されることを特徴とする請求項９のポンプ。
【請求項１１】
前記マイクロプロセッサは、間欠圧力治療が所望される時に、定期的な時間間隔で、使用
者選択レベル及び該使用者選択レベルよりも低い第２非零圧力レベルの間において、圧力
設定値を変化させるプログラムを有することを特徴とする請求項２のポンプ。
【請求項１２】
前記マイクロプロセッサは更に、前記気流が前記基準気流よりも低くずれ始めた時に、よ
り高い吸引レベルへ前記圧力設定値を増加させるためのプログラムを有し、前記患者及び
前記収集容器の間の前記ラインを掃除する目的で、吸引圧力パルスを生じさせることを特
徴とする請求項１１のポンプ。
【請求項１３】
前記圧力パルスは、前記視覚的指示器が閉塞を指示する前に開始され、また該視覚的指示
器は、前記圧力パルスの後に、前記圧力変換器によって検知される圧力の減衰が続くなら
ば、閉塞を指示しないことを特徴とする請求項１２のポンプ。
【請求項１４】
前記マイクロプロセッサは、前記気流が前記基準流速範囲内にあるコンプライアント実行
時間の時間単位を記録及び蓄積するために、計時プログラムを含み、該コンプライアント
実行時間は、医学的に有効な治療のために、適当な吸気が前記創傷へ与えられる時間を示
すことを特徴とする請求項２のポンプ。
【請求項１５】
前記計時プログラムはまた、前記記録された時間単位のレポートを供給するための時間レ
ポートルーチンを有することを特徴とする請求項１４のポンプ。
【請求項１６】
前記レポートは、蓄積されたコンプライアント実行時間の記録を含むことを特徴とする請
求項１５のポンプ。
【請求項１７】
吸気を創傷へ適用するシステムであって、
　（ａ）創傷の周りの皮膚にシール可能な創傷カバーを含む創傷用包帯と、
　（ｂ）携帯式吸引ポンプとを含み、該ポンプは、
　　（ｉ）前記ポンプ入口で吸引圧力設定値を保つために、前記ポンプを制御する圧力制
御回路と、
　　（ｉｉ）導管を通る気流を測定する流速モニタと、該導管は、吸気を前記創傷と連通
させるために、前記創傷用包帯と作動的に連結される一端と、前記吸引ポンプと作動的に
連結される対向端とを有することと、前記流速モニタは、前記気流が基準流速より低く、
基準流速と略同じで、或いは基準流速よりも高いかを検知することと、
　　（ｉｉｉ）前記測定された気流が前記基準流速よりも低い時に閉塞を、該測定された
気流が該基準流速と略同じである時に正常作動を、該測定された気流が該基準気流よりも
高い時に漏れを指示する視覚的指示器と、
　　（ｉｖ）前記創傷から吸引された液体を収集するために、該創傷及び前記ポンプの間
の前記導管に配置される屑収集容器と、
　　（ｖ）前記容器を支持するドッキングステーションとを含み、該ドッキングステーシ
ョンは、該容器の接続用結合金具を受入れるように適応させられる解放可能なラッチ結合
金具を有することと
を特徴とするシステム。
【請求項１８】
前記容器内の屑レベルが、満杯容器状態を指示するレベルを超えた時を検知するために、
前記容器のドッキングステーションに隣接して、前記ポンプにセンサを更に含むことを特
徴とする請求項１７のシステム。
【請求項１９】
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前記センサは、キャパシタンス検知器であることを特徴とする請求項１８のシステム。
【請求項２０】
マイクロプロセッサを有する前記ポンプを更に含み、また前記センサは、前記容器に収集
された屑のレベルを表す信号を、該マイクロプロセッサに供給し、また該マイクロプロセ
ッサは、前記容器の内部で揺れ動く液体によって生じさせられる満杯容器の誤指示の可能
性を低減させるために、該信号に適用させられるアルゴリズムを含むことを特徴とする請
求項１８のシステム。
【請求項２１】
前記解放可能なラッチ結合金具及び前記ポンプからの空気吐出ポートの間に載置されるチ
ャコール空気フィルタを有するポンプを更に含むことを特徴とする請求項２０のシステム
。
【請求項２２】
前記ポンプの背圧を増加させるために、前記解放可能なラッチ結合金具及び該ポンプから
の空気吐出ポートの間に載置される板ばね式消音装置を有するポンプを更に含むことを特
徴とする請求項２０のシステム。
【請求項２３】
吸気を創傷へ適用するシステムにおいて、負圧を生じさせる携帯式吸引ポンプであって、
　（ａ）前記ポンプの入口圧力を、予め選択された圧力付近の上限値及び下限値の間に維
持するために、該ポンプの作動を制御する圧力制御回路と、
　（ｂ）前記ポンプを通る気流速度を測定すると共に、該気流が基準流速範囲よりも低い
か、該基準流速範囲内にあるか、或いは該基準流速範囲よりも高いかを判定することによ
り、前記創傷に適用された負圧レベルのずれを検知する故障検知システムとを含み、該故
障検知システムは、前記圧力制御回路から独立して作動すること
からなる携帯式吸引ポンプ。
【請求項２４】
前記気流速度の状態を指示するために、図形視覚的指示器を更に含むことを特徴とする請
求項２３の携帯式吸引ポンプ。
【請求項２５】
前記視覚的指示器は、第１色によって閉塞を、第２色によって正常作動を、また第３色に
よって漏れを指示する色付け表示器を含むことを特徴とする請求項２４の携帯式吸引ポン
プ。
【請求項２６】
前記圧力制御装置は、前記故障検知システムが前記基準流速範囲よりも低い流速を検知し
た時に、予め選択された圧力よりも大きい吸引圧力を供給することを特徴とする請求項２
３の携帯式吸引ポンプ。
【請求項２７】
前記ポンプは視覚的閉塞指示器を有し、また前記マイクロプロセッサは、圧力パルスが該
閉塞指示器の点灯に先立ち開始されるように、プログラムされており、また該閉塞指示器
は、該圧力パルスの後に、前記ポンプ吸引圧力の減衰が続くならば、点灯しないことを特
徴とする請求項３０の携帯式吸引ポンプ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して創傷治療の分野に関し、特に、吸引による創傷の排液及び治療用機器
の分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　気密創傷カバーの下で吸気をすることにより、創傷を治療することは周知である。吸気
は、創傷の滲出液や他の液体を創傷から及び／又は創傷湿布材料から吸引するために使用
され得、また吸気は、周知の殺菌及び組織再生効果の治療手法として使用され得る。
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【０００３】
　吸気支援創傷治療を用いる際の主要な関心事は、一貫した吸引圧を創傷に維持すること
である。吸気創傷包帯が適用されると、吸気は一定レベルに維持されるべきであることは
、一層認知されている。システムに漏れ又は妨害が生じるならば、創傷への吸気の損失が
生じることも考えられる。
【０００４】
　漏れは、創傷を包囲する気密シールの破壊により生じ得る。初期の機器は単に、創傷カ
バーの縁の下に管を延在させ、且つ気密シールを維持するために、接着剤又は糊を管及び
カバーの周りに適用していた。管の他端は、屑収集リザーバ及び病院の吸引システムの吸
気調整器に接続可能であり、また調整器で選択された圧力は、カバーの下で、創傷部分に
伝達された適正圧力であると考えられていた。漏出試験は、負圧が適用された時の、カバ
ーの収縮の視覚的な観察、及び笛音の欠如であった。例えば、Ｍ．Ｅ．チャリカー（Ｃｈ
ａｒｉｋｅｒ）等の「閉鎖吸引創傷排膿による切開性皮膚瘻管の有効な管理」、コンテン
ポラリーサージェリー（Ｃｏｎｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｓｕｒｇｅｒｙ）　第３４巻、１９
８９年６月、５９～６３頁を参照。しかしながら、この初期の気密シール検査は、数時間
の使用後に、システムが漏れを起こし、或いは妨害が収集回路で生じるならば、いかなる
警告ももたらさなかった。
【０００５】
　これら従来の創傷包帯の創傷カバーの縁の下に延在する吸引管又は他の管周りにおける
接着シールは、割れに弱く、また気密シールを破り、カバーに空気の漏れをもたらす。漏
れの可能性を低減させるために、吸引創傷治療機器への改良がなされている。例えば、２
００５年７月１４日付けで出願された特許文献１は、吸引管が主要カバーの外部で終端を
なし、それ故、皮膚への接着シールが破損する危険性を低減させる管取付パッチを開示し
ている。これらのより新しい管取付機器は、シールの更なる一体性をもたらすが、例えば
患者のベッド内での移動に起因して、気密シールが破れる可能性が未だある。
【０００６】
　創傷への吸気の妨害は、幾つかの理由により生じ得る。創傷の屑収集容器は通常、創傷
及び吸引源の間の吸引ラインのある場所に位置決めされる。屑収集器は、収集器が一杯に
なった時に、創傷への吸気を遮断する遮断機構を組み入れている。別の妨害の可能性は、
吸引ライン自体のもつれ又は折れ曲がりである。創傷からの壊死組織片及び凝血塊による
妨害もまた、問題である。吸引源は、創傷用包帯が適用された後に、誤って停止させられ
、ラインが誤って締め付けられ、或いは吸気調整器が誤調整されるかもしれない。吸引創
傷用包帯は、取り換えることなく長期間に亘り、通常は２４時間又はそれ以上持ちこたえ
るようにされているので、漏れ又は妨害は気付かないまま大きくなり、また吸引の有効な
治療効果を無効にし、且つ感染の危険を増加させるのに十分な期間に亘り、検知されない
かもしれない。屑収集器が一杯になった時を検知し、且つその容器を空にするように警告
信号を供給する機器が、目下存在する。しかしながら、この機器のいずれもが、包括的且
つ確実なシステム操作の監視を提供せず、また漏れ又は妨害による事故の可能性の全範囲
を包含していない。
【０００７】
　これらの従来技術の機器を改良する試みにおいて、本願出願人は、特許文献２に記載さ
れるような吸引創傷用包帯監視システムを設計した。この時に、本願出願人は、体液によ
る感染に起因して、一回使用使い捨て物品であるシステム構成部品のいずれかに、高価な
圧力変換器を配置することが実際的でないと考えた。設計者は、同じ基本システムが好適
には、漏れ及びシステムの妨害の両方を検知及び指示するのに有効であり、また漏れ又は
妨害の検知は好適には、漏れ又は妨害がシステムのどこで発生しようとも有効であるべき
と考えた。設計者は、システムが好適には、正常及び異常の両方の作動の明確な視覚的指
示を提供し、また通常は、異常の聴覚的指示及び自動録音を提供するべきだと考えた。設
計者はまた、吸気監視機能は、病院の病室で一般的に見られるような固定式吸引システム
との使用から、携帯式吸引ポンプとの使用に簡単に交換可能であるべきと考えた。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】米国特許出願第１１／１８１１２８号明細書
【特許文献２】米国特許出願第１１／２６８２１２号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明において、発明者は更に、携帯式ポンプを吸引源として使用する時に、基準気流
からのずれを検知し、且つ対応して指示及び／又は警報を提供するために、ポンプの流量
監視システムにマイクロプロセッサを使用すると有利であると考えた。マイクロプロセッ
サの使用はまた、時間単位において、様々なパラメータを記録及び蓄積し、且つこの時間
の記録のレポートを提供する等、他の有用な機能も可能にする。
【００１０】
　しかしながら、安全性及び冗長性のために、本発明者は、マイクロプロセッサ制御気流
監視とは独立した圧力制御回路をポンプに設ければ有利であると考えた。これは、マイク
ロプロセッサからの信号に頼る必要がなく、ポンプが圧力を、操作者選択圧力設定値とな
るように制御するのを可能にする。しかしながら、圧力制御回路は、断線、故障圧力変換
器、又は暴走ポンプ状態等、ポンプの作動に関連するマイクロプロセッサのデータを提供
する。また、マイクロプロセッサは、断続的な操作のため等、ポンプ制御回路への選択さ
れた圧力をリセットするために、又は気流のずれが導管の閉塞を指示し始めるのならば、
ライン清掃圧力パルスをもたらすために、使用され得る。
【００１１】
　本発明者はまた、気流監視システムが、正常操作、低レベル漏出、高レベル漏出、ライ
ン閉塞、及び満杯屑収集器等、気流に関連する状態条件の便利な指示のために、ポンプの
表示システムと連結されれば有用であると考えた。本発明者はまた、ポンプが、圧力変換
器による過剰圧力の検知、圧力変換器の故障、屑収集容器のはずれ、バッテリの低電圧、
正しくない電源の取り付け、及び少作動時間残余等、気流に関連しない誤った状況の便利
な指示のために、別個のエラー指示表示器を有するならば有用であると考えた。
【００１２】
　屑収集容器は、創傷用包帯及び真空源の間のある場所に配置され得るが、本発明者は、
携帯式ポンプ真空源を使用する時に、ポンプが屑収集容器のドッキングステーションを供
給することにより、容器がポンプハウジングに固定され得るようにすれば有利であると考
えた。この形態において、ポンプはまた、容器の満杯状態を検知及び指示するためのレベ
ル検知器を有してよい。例えば、ポンプは、容器の疎水膜を横切る差圧以外の指標に基づ
いて、満杯の屑収集容器を検知するために、キャパシタンスセンサ等、レベルセンサを有
してよい。もしそうであるならば、レベル検知器の信号は、ポンプ／容器が移動させられ
た時に、跳ね上げによって生じさせられる満杯の容器の誤った指示の可能性を低減させる
ために、マイクロプロセッサのアルゴリズムによって和らげられる。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　従って、本発明は、創傷への吸気適用システムを提供し、システム作用を監視するため
に、基準気流速度が使用される。吸気を使用する創傷治療システムの基本構成部品は、気
密性創傷用包帯を含み、吸引導管は、吸気を創傷と連通させるために、創傷用包帯と作動
的に関連付けられる一端と、吸引源と作動的に連結される他端とを有する。本発明は、シ
ステムが作動状態にある時に、吸引源に基準気流速度（即ち「制御漏れ」）を供給するこ
とにより、基準気流からのずれが、作動変化の指標として監視され得る。本発明の好適な
実施形態において、携帯式ポンプが、吸引源として使用される。ポンプは、創傷に適用さ
れる負圧レベルを示す、創傷用包帯から導管を通りポンプに至る気流を監視するために、
流速監視システムを有する。基準流速からのずれは、創傷用包帯の漏れ、又は導管の閉塞
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等、異常状態の指標として使用され得る。流速監視システムは、マイクロプロセッサによ
って制御され、状況及びエラー表示、並びに時間の管理及び報告をもたらす付加的な機能
をも提供する。ポンプで選択される設定値圧力の変動を補償するために、マイクロプロセ
ッサは、異なって選択された負圧を補償する流速の参照用テーブルを有し得る。
【００１４】
　安全性及び冗長性のために、ポンプは、マイクロプロセッサ及び流量監視装置とは独立
して作動し得る固体素子エレクトロニクス及び圧力変換器を使用する圧力制御回路を有す
る。使用者制御圧力選択器は、使用者が、負圧設定値の範囲内で、負圧ポンプ出力を選択
するのを可能にし；また圧力変換器及び圧力制御回路は、変換器によって検知された圧力
を、選択圧力付近の上限値及び下限値の間に維持するために、ポンプの作動を制御する。
【００１５】
　マイクロプロセッサは信号を信号表示器に、好適にはポンプを通る気流の視覚的指示を
もたらすように、色付けされると共に目盛りが付けられたバーメータに供給する。信号表
示器は、ポンプを通る気流が、正常システム作動と関連付けられた基準気流範囲内にある
時を示し、また逆に、基準気流からのずれが異常作動と関連づけられたときを示す。
【００１６】
　ポンプはまた、圧力変換器による過剰圧力の検知、圧力変換器の故障、屑収集容器のは
ずれ、低バッテリ電圧、正しくない電源の取り付け、及び少作動時間残余等、ポンプを通
る気流の基準気流からのずれに関連しないシステムエラーの視覚的警告を表示するエラー
指標表示器を含む。
【００１７】
　圧力制御回路は概して、選択された圧力を維持するために、マイクロプロセッサと独立
して作動するが、マイクロプロセッサは、特定の状態にあるポンプの監視のために使用さ
れ得る。例えば、マイクロプロセッサは、連続的な圧力治療が所望される時に、より高い
圧力レベル及びより低い圧力レベルの間等、選択された設定値をリセットし得る。別の例
では、マイクロプロセッサは、基準気流からのずれが、閉塞を指示し始める時に、ポンプ
からの圧力パルス出力が、患者及び収集容器の間のラインを洗浄するように、ポンプを直
接的に作動させ、或いはポンプ速度を増加させるようにプログラムされ得る。
【００１８】
　マイクロプロセッサはまた、他のセンサからの入力に基づいて、時間単位を記録及び蓄
積するための計時プログラムと、ポンプが作動している時間単位を報告するための時間レ
ポートルーチンとを含む。レポートには、実行時間間隔の記録、日付及び実行時間間隔の
持続時間の記録、総合蓄積実行時間の記録、蓄積コンプライアント実行時間の記録、及び
プリセット実行時間期間に残る実行時間の記録を含んでよい。
【００１９】
　システムは、屑収集器を含み、創傷用包帯及び吸引源の間の吸引ラインに載置され、創
傷から吸引された流体を収集する。好適な収集器は、外面に充填レベルマーキングを備え
た直立透明プラスチック容器である。収集容器はまた、ポンプが遮断された時に、流体を
ラインから吸込む残留吸引機能を有してよい。
【００２０】
　容器は、容器が満杯になった時に、容器の上端にある気流を遮断する疎水膜フィルタに
よって、過充填を阻止してもよい。創傷から吸引された液体は、廃棄を容易にするために
、またこぼれを阻止するために、廃棄可能な容器にあるゲル化剤によって、ゲルに変えら
れてよい。屑を容器レベルに保つために、ゲル化剤は好適には、積み重ね状ディスクで供
給される。容器は、創傷用包帯からの吸引管のための入口コネクタと、携帯式ポンプに、
又は固定式即ち病室壁面吸引と共に使用する流量監視器具に接続する出口コネクタとを有
する。出口コネクタは好適には、誤って吸引システムに直接接続するのを阻止するために
、固定式吸引システムの標準的な器具結合金具に直接接続しない専用（非一般的）コネク
タである。
【００２１】
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　ポンプはまた、屑収集器のドッキングステーションを備えてもよく、それにより、収集
器は、ポンプハウジングに固定式に取り付けられ得る。好適には、屑収集器は、直円柱状
輪郭を有すると共に、Ｏリングシールを備えた連結用結合金具を有する透明プラスチック
容器である。ポンプは、容器を支持するために、容器の半分に一致する凹状輪郭を備えた
ドッキングステーションを有すると共に、容器の連結用結合金具を受入れるように適用さ
れる開放ラッチ結合金具を有する。
【００２２】
　ポンプは、容器の屑レベルが、満杯容器状態を示すレベルを超えた時を検知するために
、容器ドッキングステーションに近接してセンサを有してよい。好適なセンサは、キャパ
シタンス検知器である。センサは、容器に収集された屑のレベルを表す信号をマイクロプ
ロセッサに送り、マイクロプロセッサは、容器の内部における液体の跳ね上げによって生
じさせられる満杯容器の誤った指示の可能性を低減させるために、信号に適用されるアル
ゴリズムを含む。
【００２３】
　ポンプは、ポンプからの臭気を低減させるために、開放可能なラッチ結合金具及びポン
プの空気排出ポートの間に設けられる活性炭空気フィルタを有してもよい。ポンプは、フ
ィルタを備えた乾燥剤を有してもよい。ポンプは、ポンプ出口の上方に載置される板ばね
消音装置等、容積式ポンプの弁の作動に固有のノイズを減らすために、制御された背圧を
使用してもよい。
【００２４】
　好適な実施形態において、創傷用包帯の近くの吸引導管にある較正通気孔は、基準気流
を確立する。好適には、通気孔は創傷カバーのまさしく外側にある管に配置される。通気
孔は、特定の流速特性を有する多孔質材料で密封される管の孔であってよい。基準流速は
、毎分５０～３００ｃｃの好ましい範囲にあってよい。１０００ｃｃ／ｍｉｎのようなよ
り早い流れも可能であるが、吸引源の機能の実際的な限界並びに創傷用包帯の漏れ量は、
毎分１０００ｃｃ以下の流れを使用するのが好ましいことを示唆している。
【００２５】
　通気孔を創傷近くの導管に配置することにより、基準気流はまた、流体導管を掃除する
ように作用する。掃除作用は、汚染された流体の逆流が創傷に戻る可能性、及びこの逆流
に付随する感染の危険を最小減にする。流体は、長期間導管に存在しないので、浄化作用
はまた、ラインへの血液凝固の可能性をも低減させる。ポンプシステムは、流れの減少が
検知されるならば、収集ラインの連続的な流体の小塊を取り除くために、圧力パルス発生
装置を設けてもよい。
【００２６】
　ポンプは好適には、携帯電池式容積形ポンプであり、流速はモータｒｐｍと比例してお
り、システムの気流速度が、モータ速度又はポンプ速度によって間接的に指示されるのを
可能にする。圧縮作用に合わせて流れるように、モータ及びポンプ速度を補正するために
、アルゴリズムが使用されてもよい。それ故、モータ速度指示器即ち回転計は、好ましい
監視器具である。しかしながら、ターゲットメータ、ロトメータ、タービン流速計、マス
フローメータ、差圧（Ｄｐ）セル、及び熱線風速計等、他の流速監視器具が使用されても
よいが、これらに限定されるものではない。
【００２７】
　「気流」という用語は、本明細書では一貫して使用されているが、当然のことながら、
周囲空気の混合物に限定されない。医療の設定において、創傷への気流混合物を、例えば
酸素又は治療用エアロゾル又は他の有益な医薬品を増加させることにより、変更すること
は一般的である。これら混合気体又はエアロゾル懸濁液の流れは、本説明のために、気流
と考えられるべきである。
【００２８】
　本発明のこれら及び他の効果、並びに態様は、詳細な説明及び以下の図面を読めば理解
される。
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【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】吸引創傷治療用システムの分解組立斜視図。
【図２】吸引源へ制御基準気流速度をもたらすために、吸引管の空気通気孔を示す吸引管
取付機器の図。
【図３】遮断膜及びゲル化剤を示す屑収集容器の断面図。
【図４】創傷監視気流指示器の断面図。
【図５Ａ】携帯式吸引ポンプを使用する吸引創傷治療用システムの好適な実施形態の分解
組立斜視図。
【図５Ｂ】図５Ａのシステムで使用され得る携帯式ポンプの上前からの斜視図。
【図６Ａ】気流の代わりとして、モータ速度を測定する容積形ポンプ実施形態の概略図。
【図６Ｂ】流れ監視及び報告、並びに他の計時、制御、及び状況表示機能のためにマイク
ロプロセッサを使用する容積形ポンプの実施形態の概略図。
【図７】ターゲットメータフロー指示器の代替物の概略図。
【図８】創傷への治療用流体送出を使用する本発明に係る吸引創傷治療用システムの代替
実施形態の一部の分解組立斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　図１は、共有所有されている米国特許出願第１１／２６８２１２号明細書に記載されて
いるような吸引創傷治療用システム（１０）の一実施形態を示す。構成部品には、創傷用
包帯サブシステム（１２）と、吸引管（１４）と、屑収集容器（１６）と、流量監視器具
（１８）と、固定式吸引源の壁面吸引調整器（２０）とを含む。
【００３１】
創傷用包帯
　一般的な創傷用包帯（１２）は、創傷カバー（２２）及び創傷湿布材料（２４）を含み
、また特別な創傷接触層（２６）を含んでもよい。創傷用包帯（１２）は、主要カバーの
縁の下方に、又はカバーを貫通して延出する吸引管（１４）を有し、或いはカバーの外側
で終端をなすと共に、カバーのノズル又は長穴と連通してよい。これらの構成部品各々に
は、多様性がある。図示されると共に、本明細書で説明される創傷用包帯（１２）は、現
今好適な構成部品を使用しているが、本発明は、これらの構成部品に限定されるものでは
ない。
【００３２】
　主要創傷カバー（２２）は好適には、透湿性を有する気密創傷カバーである。３Ｍによ
って製造される医療グレードの商標名テガデラム［Ｔｅｇａｄｅｒｍ］等の薄層フィルム
の透明市販用絆創膏を使用するのが好ましく、液体に対しては不透過性を有するが、水蒸
気及び酸素に対しては透過性を有する。「気密」という用語は、カバーの下側での吸引を
維持するために、カバーを通る気流は阻止しつつ、吸気が適用されるように、材料が十分
な閉鎖性を有することを意味する。同様な特性を有する他の薄層フィルムの市販用絆創膏
は多くある。高度に不透過性を有する材料が使用されてもよい。しかしながら、創傷の治
療において、水蒸気が漏れ出ると共に、酸素が創傷に移動するのを可能にするならば有益
であるので、商標名テガデラムのようなフィルム材料の半透過性カバーが好ましい。幾つ
かの例において、主要カバーは、創傷の上に置かれる硬質又は半硬質のカバーであっても
よい。主要創傷カバーは概して、カバーに組み入れられた接着剤［図示な］で、創傷の周
りの皮膚にシールされ、また間隙充填ペースト［図示なし］が、必要なところに使用され
てもよい。
【００３３】
　主要カバー（２２）が適用される前に、創傷は一般的に、創傷パック（２４）で湿布さ
れる。簡単なガーゼ又は発泡体パッド、或いは創傷パックとして市販されている他の材料
が、使用されてもよい。しかしながら、現今好適な創傷パックは、本願と同一出願された
米国特許出願第１０／９８１，１１９に記載されているような、弾性圧縮可能な構造体を
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形成するように構成される波形層パターンのポリエステル繊維又は比較的弾性のある繊維
である。
【００３４】
　創傷パック（２４）は、創傷接触層（２６）に取り付けられてもよい。現今好適な創傷
接触層（２６）は、本願と同一出願された米国出願第１０／９８２，３４６に記載される
ように、創傷接触面を提供する特別の構成を有し、より迅速な組織再生を促進するために
、吸気と共に作用するように、陥凹が接触面に形成される。接触面は、陥凹によって形成
された空隙が、湿気、圧縮力、及び吸気の存在において、創傷面の上方にとどまるように
構成されており、局所的な組織の撓みを促進する。
【００３５】
　創傷用包帯は、創傷カバーに取り付けられる吸引管（１４）を含む。包帯は、薬剤の供
給又は創傷の洗浄のために、他の管（図２の２８）を有してよい。（複数の）管は、カバ
ーの縁の下方通り又はカバーの縁を貫通してよいが、現今好適な構成では、本願と同一出
願された米国特許出願第１１／１８１１２８号明細書に記載されているような、吸引管が
主要カバーの外側で終端をなすのを可能にすると共に、接着シールを破り皮膚が出る危険
性を低減させるために、管取付パッチ（３０）を使用する。
【００３６】
　図２に図示されるように、本実施形態において、吸引管（１４）の先端は、多孔質プラ
グ（３４）で密封された通気孔穴（３２）を有し、以下に説明される気流監視機器に、制
御された漏れ即ち基準気流を供給する。通気孔（３２，３４）を可能な限り創傷カバーの
近くに配置するのが好ましい。管取付物を主要カバーの外側に有することにより、通気孔
が創傷近くのカバーの下側にあるならば生じかねない創傷の乾燥を生じさせることなく、
この制御された漏れ基準気流の使用が可能になる。制御された漏れを実際の創傷空間に載
置することもありえるが、導入された気流に起因して、創傷組織の過剰な乾燥を回避する
ために、考慮がなされる必要がある。また、通気孔をパッチ（３０）の孔として設けるた
めに、図２に示されると共に、米国特許出願第１１／１８１１２８号明細書に記載される
タイプの管取付パッチ（３０）を備えることが可能である。
【００３７】
　較正弁からの基準気流速度は、システムの作動を監視するために使用される。制御され
た漏れ速度は、創傷部位及び湿潤治癒環境において、適当な吸気を維持するために、低く
されるべきである。好適には、基準気流は、毎分５０～３００立法センチメートルの範囲
にある。この流れは、乾燥を最小減にするのに十分な程低く、また創傷に適用される吸気
を著しく変化させない。また流れは、携帯式ポンプが吸引源として使用される場合に、電
池の使用を最小減にするのに十分な程低い。この大きさの流れは、上述のような多孔質プ
ラグ（３４）により無菌状態で密封される吸引管の通気孔穴（３２）を設けることにより
、容易に得られる。適当なシール材料は、焼結高密度ポリエチレンからポレックス［Ｐｏ
ｒｅｘ］によって製造される多孔質プラスチックである。この多孔質材料は、空気が医療
用流体ラインに適当な流量で入るのを許容する一方で、細菌に対する効率的な無菌ろ過バ
リアを維持するために、慣例的に利用される。
【００３８】
　創傷治療者は、創傷用包帯（１２）を患者に適用すると共に、本システムを吸引に取り
付ける。治療者は、創傷カバーの折れ目又はしわを平らにすると共に、患者の解剖学的構
造における折重なりに起因する間隙を扱うことにより、包帯の漏れを改善する。コロプラ
スト等、造孔術治療では一般的である間隙充填ペーストを使用することにより、困難な解
剖学的構造の特定領域を扱うと、時として有用であった。以下に説明される気流監視器具
は、創傷カバー及び管の周りにおけるシールの完全性について、能動的フィードバックを
治療者に供給することにより、初期包帯設定プロセスを容易にする。
【００３９】
屑収集器
　吸引治療の主要な機能は、液体を創傷から排出させることであり、システムは通常、創



(11) JP 2010-504805 A 2010.2.18

10

20

30

40

50

傷から吸引された流体を収集するための屑収集器（１６）を含む。図３に図示される実施
形態と同様に、収集器（１６）は、直円柱輪郭を備えた直立プラスチック容器（３６）で
あってよく、容器の外側において、円柱の高さに沿って延出する帯に、充填レベル標示を
有してよい。標示は、容器に接着剤で接着される紙ラベル上であってよい。容器は好適に
は、使い捨て一回使用機器である。容器は、結合金具（４０）を組み入れた蓋（３８）を
有しており、結合金具（４０）は、入力管（４２）の取付けのために、蓋を貫通する。入
力管（４２）は、創傷から至る吸引管（１４）の端であってよく、或いは、吸引管（１４
）の端において、対応するコネクタ（４６）と組み合わさるコネクタ結合金具（４４）で
終端をなす短い管部分であってよい。
【００４０】
　創傷から吸引された気流及び血液又は他の流体は、蓋の結合金具（４０）を通過し、容
器（３６）に至る。液体は容器に保持されるが、空気は上昇すると共に、蓋の内部に密封
される疎水性膜（５０）から吸い出される。膜（５０）は細菌フィルタとして作用すると
共に、容器が溢れるのを阻止し、また汚染物が、容器から吸引源へ向けて流れ出るのを阻
止するために、遮断機構として使用され得る。
【００４１】
　蓋は、容器を携帯式ポンプに、又は固定式壁面吸引システムに延出する管へ連結させる
ために、出口ポート（５２）から別のコネクタ（５４）への空気管路を画定する。しかし
ながら、第２コネクタ（５４）は好適には、固定式吸引システムの標準的な機器結合金具
に直接的に接続しない専用（非一般的）コネクタである。これは、創傷へ過剰に大きな吸
気を適用するという付随する危険を伴い、以下に説明される流量監視器具及び圧力解放機
能を有することなく、吸引システムに誤って直接的に接続するのを、阻止するためである
。以下に説明される携帯式ポンプ形態の結合ソケットは、専用コネクタを受け入れるよう
に構成される。コネクタ（５４）は、Ｏリングシール等の密封要素を含む。密封要素がポ
ンプにあると共に、最終的には磨耗して、システムが漏れにより故障する他のポンプコネ
クタとは対照的に、この構成によれば、新しいＯリングが好適には、各使い捨て容器に使
用される。
【００４２】
　それ故、容器を通る空気通路は、創傷及び吸引源の間に、吸引導管の一部を形成する。
本明細書に説明されるシステムの一実施形態において、容器（３６）は、疎水性膜（５０
）によって、溢れるほどに満杯になるのが阻止される。内容物が膜と接触するほど多く、
容器（３６）が充填されるならば、膜は閉塞すると共に、容器を通過する気流を遮断する
。この遮断は、創傷からのより多くの屑の吸引を妨げ、また以下に説明されるように、基
準気流の遮断は、異常作動状態の指示として検知される。以下に説明される他の実施形態
において、容器の中の屑生成物のレベルが、キャパシタンスセンサ又はポンプの他の検知
器によって検知され得、また検知は、溢れるほど満杯になるのを阻止するために使用され
る。
【００４３】
　好適には、創傷から吸引される液体屑は、廃棄を容易にするために、またこぼれたり跳
ねたりするのを阻止するために、ゲルに換えられる。ゲル化剤が多孔質袋に設けられ得る
が、ゲロックインターナショナル［Ｇｅｌｏｋ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ］によって
供給されるようなゲル化剤を含む積層繊維シートのディスク（５６）を使用するのが好ま
しい。ディスク（５６）は、広口壜の内部に嵌合するように切断されると共に、互いに積
み重ねられる。積み重ねディスクにより、液体は、容器の中で水平面ゲルに変えられる。
【００４４】
　システムは、屑収集器及び創傷流量モニタ（１８）の間に載置されるフィルタ／乾燥機
ユニット（２１）を含んでもよい。フィルタ要素は付加的に、汚染された粒子が吸引源に
入るのを防ぎ、また乾燥機は、流量監視器具の較正を行う空気から、湿気を取り除く。
【００４５】
正常作動を指示するために制御された基準気流の使用
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　従来技術の吸引包帯システムは、システムの作動を全く監視せず、或いは、圧力を直接
的に検知しようとすることにより、決して最適ではなかったが、本明細書に説明されるシ
ステムは、システムが正常作動である時を指示すると共に、また異常作動の指示として、
基準気流からのずれを検知するために、上述の空気通気孔（３２）によって供給されるよ
うな基準気流を使用する。基準流量よりも高い気流は、漏れを指示するが、より低い気流
は遮断を指示する。
【００４６】
　基準流量に適当な流量範囲は、下端が創傷カバーの浸透性によって、また上端が吸引限
界によって確定される。創傷カバーが半浸透性材料である時には、カバーを通過する空気
分子から、自然な低レベルのバックグラウンド気流が存在する。この浸透気流は、流量監
視機器が極めて感度が高いならば、基準気流として作用し得る。しかしながら、浸透流量
は通常は極めて低く、また極めて不安定であるので、良好な基準とはならない。手術用無
菌布及び創傷からの流体によって遮断されるカバーの範囲及びその可能性は、浸透流を不
安定にさせる。それ故、通気孔は、浸透流の変動を隠すと共に良好な基準をもたらすより
大きく且つより安定的な流れを供給する。例えば、テガデルム［Ｔｅｇａｄｅｒｍ］［商
標名］の絆創膏は、およそ８００グラム／平方メートル／日の水の拡散を可能にし、これ
は平方メートル当り約０．５ｃｃ／分の流速に相関する。一般的な創傷カバー範囲は、十
分の一平方メートル未満であり、それ故、おおよそ、半浸透性材料は、０．０５ｃｃ／分
、或いは５０ｃｃ／分の基準流の１パーセント未満ほど与える。従って、バックグラウン
ド浸透性流量の変動は、より大きな基準流によって隠される。
【００４７】
　指示器サブステムは、図示されると共に以下に説明されるように、２個の機器に具体化
されてよい；固定式吸引源と共に使用する創傷監視流量機器と、流量検知システムを備え
た携帯式ポンプ。ターゲットメータ又は熱線風速計等の他の種類の流量指示機器が、使用
されてもよい。
【００４８】
流量モニタ
　図１の創傷吸引システムにおいて、流速モニタは、屑収集容器（１６）及び固定式吸引
源の間の吸引導管（５８）を含むフロートメータ（１９）である。導管の一端は、容器の
専用コネクタ（５４）と結合するコネクタ（６０）を含む。流量モニタ（１８）は好適に
は、導管（５８）の他端に配置されると共に、固定式吸引システムに一般的に見られるよ
うな調整可能な吸引調整装置（２０）と連結させられた機器接続用結合金具（６４）に直
接的に取り付く。
【００４９】
　流量モニタ（１８）は、システムを通る流速の視覚的な指示をもたらすように設計され
る。流速が当初の用途に従う制御基準気流で安定すると、この基準流の視覚的な指示の維
持は、漏れ又は遮断がない正常作動の指示であり、それ故、創傷カバーで受入れられる吸
引レベルである。より高い気流へのずれは漏れを指示しており、またより低い気流へ或い
は気流がない状態への降下は、収集回路での遮断を指示している。
【００５０】
　図４は、フロートメータ（１９）の断面図である。メータの上端の標準的なコネクタ（
６３）は、調整可能な吸引調整器（２０）の器具結合金具（６４）に接続可能な短縮導管
（６２）に取り付く。流量計の下端では、標準的なコネクタ（５９）が吸引導管（５８）
に取り付けられる。創傷治療において、２５～２００ｍｍＨｇの範囲の吸気を使用するの
が一般的である。流量指示器は、１００ｍｍＨｇの制御された吸引レベルが、吸引調整器
（２０）によって適用された時に、吸引気流を毎分２０リットル未満に制限するように較
正されるオリフィス（６７）を有する流量絞り（６６）を組み入れている。
【００５１】
　図４に示されるように、流量指示器は異なる内径を有する連続部（６８，７０，７２，
７４）を有しており、下端に最幅狭部（６８）を有し、上端に連続する３個の更なる部分
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（７０，７２，７４）において、連続的により大きな直径を有する。除去管の外側筒（７
６）は、気流速度を指示するために、目盛り（図示なし）を有する。フロート（７８）は
、システムを通る流量の指示器として作用する。気流が存在しない時には、フロートは最
下部（６８）に位置する。この領域は、満杯の容器又は流体路の閉塞等、遮断状態を指示
するために、赤色が付けられている。メータへの流れが低い、好適には約毎分５０立方セ
ンチメートルから毎分３００立方センチメートルの間にある時には、フロート及び指示器
の下部の間の空隙は、フロートの周りの流れにより、フロートが次の部分（７０）まで上
昇するようにされる。それ故、正常の基準気流は、フロートを次の部分まで、認識できる
量だけ上昇させる。この正常作動範囲は、緑色が付けられており、許容できる状態を指示
している。
【００５２】
　フロートの質量は、フロートの外側と管の内側の間の空隙と協働する。フロートは、気
流速度及び流体密度に反応すると共に、動的力が平衡状態にあるレベルに上昇する。他の
用途のための一般的な流量指示器は、連続的に増加する内径を有する。流速の僅かな変化
は、フロートを、流速を指示する高さの周りで、上下にカタカタさせる。この指示器にお
ける４個の部分（６８，７０，７２，７４）のような、同一の直径を有するが連続的に増
加する別個の部分の使用は、カタカタという音を減少させると共に、フロートを段階的に
上方に移動させる。これらの段階は、創傷に適用される吸気に関して、重要な基準情報を
供給する個別の流れについて選択される。
【００５３】
　システムを通る流れが、創傷用包帯における漏れに起因して、許容レベルを超えて増加
するならば、正常位置におけるフロート周りの空隙は、フロートがこの位置に留まるのを
許容するのにもはや適切ではなく、また増加した流れは、フロートを、内径が階段的に増
加する表示器のより高い部分に持上げる。指示器の外側の目盛りが付けられたラベル［図
示なし］は、中程度の漏れ状態の視覚的な指示をもたらす。更なる階段的に増加する直径
部分は、より高い漏れ状態を指示するために設けられる。階段的に増加する直径は、フロ
ートが一位置からより高い位置へ跳ね上がる前に、著しい流れの変化を必要とする。これ
により、他の用途の流量計では一般的であるような、連続テーパ内径では遭遇する跳ね上
がりが排除される。階段的に増大する直径部分は、使用者の判断を低減させ、ひいては使
用性及び安全性を高める。
【００５４】
　創傷監視器具はまた、過度に高いレベルの吸気の偶発的な適用から保護するために、最
大吸気を制限する安全弁（８０）を組み入れている。創傷の排液及び治療のために、２５
～２００ｍｍＨｇの範囲の吸気を使用するのが一般的である。その結果、吸気制限機能は
、吸気を、約２００ｍｍＨｇに制限するように設定されてよい。吸引圧解放室（８４）が
、第１流量絞り（６６）と、第１絞りと同じ寸法のオリフィス（８３）を有する第２流量
絞り（８２）の間に形成される。解放室内の弾性弁機構（８６）は、高レベルの吸気の適
用からの解放として作用する。弁機構は、２００ｍｍＨｇ等、所定の吸気設定値にばね付
勢される。解放室の吸引圧が所定の設定値を越えるならば、過度の吸気が患者に適用され
るのを阻止するために、弁機構が開放すると共に、通気孔の空気が解放ポート（６９）か
ら制量穴に吸込まれる。
【００５５】
　フロートが圧力解放室へのオリフィス入口を完全に遮断するのを阻止し、ひいては大き
な漏れが発生しても、空気の流れは許容するために、フロートメータの内部の上側裏面に
おいて、第１流量絞りオリフィスに隣接して、突起（７５）が設けられてよい。これによ
り、高い気流速度であっても、システムと連通する吸引が可能になる。或いは、突起は、
フロートの上面に配置されてもよい。
【００５６】
　創傷流量監視機器はまた、機器及び容器の間の導管に配置される空気フィルタ／乾燥機
（２１）によって、粒子状物質、エアロゾル、及び湿気の形態をなす潜在的な汚染源から
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保護される。フィルタ／乾燥機ユニットは、創傷モニタが、定期的な交換のために、収集
容器から切り離された時に遭遇するような浮遊粉塵を除去する粒子フィルタを含む。乾燥
剤又は他の湿度制御手段が、必要に応じて、フィルタ／乾燥機ユニットに載置されること
も予想される。
【００５７】
　本システムは病院の壁面吸引システムの状況において説明されているが、本システムは
また、吸引ポンプと共に使用され得る。幾つかの医療用建物では、創傷治療のための吸気
を供給するために、電力ポンプを使用し得る。これらは移動させられ得るが、唯一の制限
が電源コンセントの位置及び電源コードの長さであるので、厳密には携帯可能ではない。
携帯式電池ポンプを使用するシステムが、以下に説明される。
【００５８】
携帯式ポンプ
　図５Ａに示される吸引システムの携帯式ポンプの実施形態（１００）において、吸引源
は、固定式吸引源に代えて、携帯式吸引ポンプユニット（１０２）である。ポンプは、上
述されたものと同じ創傷用包帯サブアセンブリ（１２）及び屑収集容器と接続する。
【００５９】
　ポンプ（１０２）は、低電圧直流で作動すると共に、搭載［電池］電源を有する。ポン
プはまた、適当な交流／直流電力変換器を備えた壁面コンセントで作動し、使用の間に、
電池を再充電するために、充電器と結合されてよい。
【００６０】
　ポンプは、制御された負圧レベルを生じさせるように構成される。図５Ｂに示されるよ
うに、ポンプは、上側パネル上に、オン／オフ／間欠制御スイッチ（１１２）と、圧力レ
ベル選択器ダイアル（１１３）とを有する。ポンプの電源は、制御スイッチ（１１２）を
使用して、作動させられる。予め決められる圧力設定値は、圧力選択器ダイアルで選択さ
れ、３０から７５ｍｍＨｇの間の設定値選択を可能にする。
【００６１】
　図６Ａの概略図において、携帯式ポンプの実施形態は、容積形空気ポンプ（１０３）と
、変速直流モータ（１０４）と、回転速度計（１０５）と、圧力制御回路（１０６）と、
故障検知／警報システム（１０８）とを含む。本実施形態において、ポンプ圧力制御回路
及び故障検知／警報システムは、配線固体素子電気機器であってよい。
【００６２】
　図６Ｂの好適な実施形態の概略図において、故障検知及び警報システムは、マイクロプ
ロセッサ（２００）を含む。適当なプロセッサは、マイクロチップ１６シリーズ、パート
ナンバー１６Ｆ６８８であるが、他の同様なプログラム可能な論理装置が使用されてもよ
い。
【００６３】
独立圧力制御システム
　ポンプがマイクロプロセッサを使用しようが否かに拘わらず、ポンプの圧力制御システ
ムは、空気流量監視機能とは独立している。圧力制御システムは、標準的な圧縮機回路と
同様に機能する。圧力変換器（図示なし）は、ポンプで作られる負圧を監視すると共に、
好適には、屑収集容器（１６）及びポンプ（１０２）の間の導管に配置される。圧縮機制
御回路（１０６）は、固体素子論理装置を含む。使用者は、可変抵抗器の抵抗を変化させ
ると共に、選択された圧力を表す電気信号を作るために、選択器ダイアル（１１３）を使
用して、圧力設定値を選択する。制御回路（１０６）は、選択された圧力設定値を、入力
値として受け取ると共に、選択された圧力に関連する圧力の上限値及び下限値を設定する
。この上限値及び下限値の範囲は、適度に安定した吸引レベルを供給する一方で、ポンプ
モータのオン‐オフ循環を最小減にするように選択される。約１０ｍｍＨｇの範囲が、患
者の快適性にとって、また騒音を最小減にするのに好ましい。制御回路（１０６）は、変
換器によって検知された圧力を、２つの制限値の間に維持するように機能する。この制御
回路は、工業用途並びに医療用集中吸引システムにおいて、一般的に利用される。
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【００６４】
　ポンプが、オン／オフ／間欠欠スイッチ（１１２）によって、最初に作動させられた時
に、制御回路（１０６）は、圧力値が制御回路によって設定された圧力範囲の上限値を又
はそれを超えたことを変換器が検知するまで、ポンプの作動を開始する。圧力制御回路（
１０６）は、圧力変換器からの圧力信号を、操作者によって、圧力選択器ダイアル（１１
３）を介して選択された設定値制限信号と連続的に比較する比較器（図示なし）を有する
。上限値に到達すると、圧力制御回路（１０６）は、ポンプを停止させる。導管の正常基
準気流は、変換器の圧力を、制御範囲の下限値へ向けて減衰させる。検知された圧力が制
御下限値に達すると、制御回路（１０６）はポンプを作動に戻し、またプロセスが繰り返
される。それ故、圧力変換器は現在の負圧を検知し、また制御回路（１０６）は、選択さ
れた所望範囲内にある負圧を維持するために、それに従ってポンプを作動及び停止させる
。
【００６５】
　モータ（１０４）は好適には、変速直流ブラシレスモータであるが、他の型の直流モー
タ、並びに可変出力が備えられ得る交流モータも、受入れられる。変速モータにより、速
度は、制御回路（１０６）のパルス幅変調（ＰＷＭ）機能を介して制御される。変速制御
は、直流モータの有効な使用を可能にする。
【００６６】
　好適な実施形態において、容積形ポンプ（１０２）は、入口及び出口チェック弁を備え
た直流ダイアフラム型ポンプを使用する。ダイアフラムポンプのクランク軸は、変速モー
タの軸と作動的に連結される。ぜん動型、ピストン型、シリンジ型、又はロッキングピス
トンポンプ等、他の容積形ポンプが使用されてもよい。
【００６７】
　回転速度計（１０５）は、モータ又はポンプ軸ｒｐｍを指示するために使用され得る。
例えば、ホールセンサが、ｒｐｍを指示するために、直流ブラシレスモータ並びにエンコ
ーダに、一般的に利用される。モータ軸回転速度を判定するために、直流モータのブラシ
バージョンにおいて、ＥＭＦを検知し戻すことも可能である。交流ポンプにおいて、磁石
が一端に据え付けられた振動バーが、交流コイルによって励磁され、それによりダイアフ
ラムを駆動させる。その場合、コイルによって供給される振動の数が、ポンプ速度の指標
として使用され得る。ポンプ又はモータ速度センサのこれら及び他の形態各々が、一般的
な用語である回転速度計に含まれると共に、流速監視器具として使用され得、ポンプ速度
即ち排除量が、容積形ポンプを備えた直接気流測定の代用物として測定される。
【００６８】
　上述したように、圧力制御回路（１０６）は、変換器によって検知された吸気を、選択
された負圧設定値の所望範囲内に維持するために、必要に応じて、ポンプを作動させる。
ポンプ作動時間の継続時間は、選択された設定値によって確定される範囲内に、負圧を維
持するために、ポンプ制御回路（１０６）により必要に応じて、制御回路のパルス幅振幅
機能によって決定される有効モータ速度で、増加又は減少させられる。それ故、圧力制御
回路は、検知された圧力で作動し、検知された気流で作動しない。これにより、圧力制御
は流量検知及び監視とは独立しており、また流量の状況は、システムの機能を表示してい
る。
【００６９】
流量検知システム
　図６Ａに示されるように、故障検知システム（１０８）は、創傷治療及び屑収集ライン
を通る空気の流速の指標として、ポンプ作動を監視するように適用される回路であってよ
く、作動状態の聴覚的且つ視覚的な指示を供給するために、信号表示器（１１４）と連結
される。この故障検知回路（１０８）は、圧縮機制御（１０６）とは独立した別個の回路
である。好適には、故障検知システムは、モータ作動入力値に基づいて流速を判定し、基
準流速からのずれを特定し、且つ異常作動状態を特定する信号表示器信号を供給するマイ
クロプロセッサに、入力値を供給するポンプモータ作動センサを含む。以下に説明される
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好適な実施形態において、故障検知回路は、マイクロプロセッサを含み得る。
【００７０】
　携帯式ポンプユニット（２００）の好適な実施形態が、図６Ｂの概略図に図示される。
ポンプ（２０３）は上述されるような、入口及び出口チェック弁を備えたダイアフラム型
容積式ポンプであると共に、変速ブラシレス交流モータ（２０４）によって動力が供給さ
れる。ユニットは電力変換装置及び１２ボルトバッテリをも含む充電器モジュール（２０
７）によって電力を供給するラインコード（２０５）を備えた壁面コンセント電源によっ
て、動力が供給されてもよい。ユニットは直流電力を、変換装置から、或いはプラグが抜
かれて使用された時には充電池から受け取る。圧力制御回路（２０６）は、選択器ダイア
ル（２１３）で選択された圧力を維持するために、上述のように作動する。
【００７１】
　ユニットはまた、流量監視及びシステム状況検知機能に必要とされるマイクロプロセッ
サ（２１０）を含む。本実施形態において、モータ又はポンプの回転は、容積形ポンプを
通過した空気容量の指標として計数されると共に、入力値をマイクロプロセッサ（２１０
）に供給する。マイクロプロセッサのプログラムにおける判別アルゴリズムは、モータ回
転を計数すると共に、流速を決定する。この流速は、故障状態を判定するために、周知の
基準流速と比較される。流速は、流速信号表示器（２１４）の表示バーを点灯させる信号
に変換される。基準流未満の流速は、回路、最も一般的には満杯の容器の閉塞のような信
号表示器の異常作動として指示される。基準流速と比較可能な流速は、正常作動の信号表
示器指標をもたらす。基準流速よりも大きい流速は、創傷カバーのシールを扱うように介
護者に警告を与えるために、回路が漏れているという異常信号表示器指標をもたらす。
【００７２】
　ポンプが、設定値圧力を維持するように、圧力制御回路によって独立的に作動及び停止
させられる場合には、変換器によって検知される圧力は、制御上限及び下限値の間で変動
する。この変動期間は、創傷用包帯の漏れに関連付けられる。漏れが大きいほど、期間は
短い。それ故、ポンプの作動又は停止の間の時間間隔は、マイクロプロセッサによって検
知されると共に、気流速度のおおよその測定値として使用され得る。しかしながら、直流
電流をより有用に使用するために、モータ速度が、またパルス幅振幅［ＰＷＭ］を介して
制御される場合には、マイクロプロセッサはまた、気流速度を判定するために、オン／オ
フ間欠をパルス速度と相関させ得る。正常作動において、容積形ポンプは、ポンプの各回
転に対して、所定数のパルスを出力する。パルス信号は、マイクロプロセッサへ、入力値
として供給され得る。これらのパルス信号は、ポンプが出力したポンピングストローク数
を決定するために使用されると共に、ポンプ容積に極めて近似する。マイクロプロセッサ
の流量監視プログラムは、気流の容積を表すために、ポンプから出力されるパルスを連続
的に計数する。時間計測値と合わせて得られる時に、これらの単位時間当たりのパルスは
、気流速度を表す。目下好適な実施形態において、時間計測値は、ポンプモータのオフサ
イクルに基づく。ポンプが停止させられた時から、次のポンプが停止させられる時まで、
マイクロプロセッサはパルスを計数すると共に、導管における流速を決定するために、各
モータ停止状態の間の時間で割る。
【００７３】
　治療プロセスのためになるように、吸気を間欠状態で供給することが好ましいことがあ
る。従来のプロセスでは、システムが、組織の再灌流を可能にするために、所定時間の間
、大気圧を排出させるのを可能にする必要がある。システムが大気を完全に排気させるの
を可能にすることにより、包帯システムにおける吸気の完全な減少に至ると共に、創傷の
周りに気密シールを維持するように、吸気が役割を果たすという利益に至る。本発明は、
吸気を２個の特有のレベルの間で変化させることにより、この問題を解決する；第１レベ
ルは圧力選択ダイヤル（１１３）によって選択され、また第２レベルは、２０～２５ｍｍ
Ｈｇである。選択されたより高いレベルは、有益な吸引治療効果を与えるために使用され
る。第２のより低いレベルは、毛細管床圧力以下であり、それ故、このより低い段階では
、組織の再灌流が生じる一方、創傷用包帯は、包帯シールを所定位置に保つのを助けると
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共に、基準気流を維持し、且つラインの逆流及び凝固を阻止するために、少なくとも幾ら
かの吸引レベルを維持する。この種の間欠ポンプ作動では、基準気流は、減少レベルにお
いてでさえも維持されるべきであり、そうでなければ、低気流に関連付けられた警告は、
減少吸引の間、並びに一定割合での増加及び減少の間に、マイクロプロセッサによって安
全にされるべきである。
【００７４】
　マイクロプロセッサ（２１０）は、間欠吸引を生じさせるために、選択された圧力で落
ち着く。オン／オフ／間欠スイッチが間欠モードに設定された時に、マイクロプロセッサ
のプログラムは、正常選択圧力及び下側レベルの間で切り替えるために、時間間隔を使用
する。間欠モードの下側圧力サイクルに入るために、マイクロコントローラは、抵抗を圧
縮機比較器回路に加えるトランジスタを作動させる。実質的に、マイクロコントローラは
、圧力制御回路を下側選択圧力に再設定している。それ故、マイクロプロセッサは直接的
に圧力制御システムを制御しないが、マイクロプロセッサは、選択された圧力を、マイク
ロプロセッサへの入力値によって選択された時間間隔で、上側及び下側レベルの間の選択
された圧力に再設定し得る。
【００７５】
　吸引治療システムの故障は、システムを通る予想流量からのずれとして検知される。流
量検知システムは、正常作動を指示する流量信号を供給するために、吸引管の一端におい
て較正通気孔によって生じさせられ、約５０～１００ｃｃ／分に較正された基準気流を使
用する。設定値負圧を維持するために、ポンプが正常持続時間で作動していないと、流量
検知システムが判定するならば、視覚的及び聴覚的警告を介して、介護者に警告する。
【００７６】
　モータの作動時間の増加は、システムにおける空気流の増加に比例する。マイクロプロ
セッサは、回路の実際の圧力に基づいて、気流を補正するために、アルゴリズムを使用す
る。包帯システムにおけるいかなる漏れも、ポンプの作動時間の増加によって補償される
。毎分約３リットルの流量に匹敵するために、作動時間が増加すると、指示器は、包帯シ
ステムが漏れを有しているという事実を介護者に警告するために、ユニットの流量信号表
示器（２１４）を点灯する。介護者が漏れている包帯を正すことができるならば、指示器
は停止する。一分間の時間枠内において、故障状態が（創傷部位を再度密封することによ
り）扱われないならば、マイクロプロセッサは、可聴警報を作動させる。しかしながら、
たとえ漏れ状態が存在する時であっても、ポンプは、圧力制御システムの制御下において
、継続的に作動し、状況が正され、或いはポンプが停止されるまで、数レベルの吸気が送
られる。
【００７７】
　流量検知システムはまた、基準気流の損失又は低下を検知する。屑容器へのラインが創
傷浸出液で閉塞させられ、或いは折れ曲がり又は締め付けによって妨害閉鎖させられる等
、基準気流が減少させられる多くの故障状態が存在する。これらの状態はまた、創傷にお
ける負圧の損失を結果的にもたらす。この減少させられた基準気流は、流量検知システム
によって検知されるモータ作動時間の減少を結果的にもたらすと共に、視覚的指示器に遮
断状態を指示させる。
【００７８】
　ポンプはまた、マイクロプロセッサの計時機能の一部として、搭載コンプライアントモ
ニタを有する。コンプライアント指示器（１５９）は、時間と共に創傷への正常な吸気の
適用からのずれを、介護者に警告すると共に、負圧創傷治療用途の有用な付属物である。
コンプライアントモニタは、吸気が設定値からプラスマイナス５ｍｍＨｇ内にある時間数
を計算してよい。医学的経験によれば、吸気は有効であるために、連続２４時間の２２時
間適用されるべきであることが分かっている。この読み取りは、吸引治療のコンプライア
ント時間数即ちパーセンテージを示すために、多くの方法で提示され得る。
【００７９】
屑収集容器及び満杯指示器
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　ポンプユニット（１０２）はまた、創傷用包帯及び創傷から吸引された液体の収集用ポ
ンプの間に配置される屑収集容器のドッキングステーション（１６０）を含む。現今好適
であるように、屑収集容器は、直円柱輪郭を有すると共に、円柱の高さに沿って延出する
帯（１７０）に充填レベルマークを有する透明プラスチック容器（１６）であり、またＯ
リングシールを備えた接続結合金具（５４）を有する。携帯式ポンプのドッキングステー
ション（１６０）は、容器を支持する。ドッキングステーションは、容器の半分に一致す
る凹状輪郭を有すると共に、容器の１個がドックに入れられた時に、容器を支持するため
に、半円形基部（１６２）を有する。ポンプは、上側壁の中間に、容器の接続結合金具（
５４）を受入れるように適応させられた解放可能なラッチ結合金具（１６４）を有する。
容器の結合金具は、ラッチ結合金具（１６４）に挿入されると共に、ラッチによって、所
定位置に固定される。容器は、ラッチの容器解放ボタン部（１６６）を押すことにより、
解放及び移動させられてよい。
【００８０】
　ポンプはまた、膜を横切る圧力の差を測定する必要なく、一杯になった容器を検知する
能力を提供する。差圧測定値は、部分的に閉塞された膜が、誤った読み取り及び解釈に至
る点で問題であるかもしれない。本実施形態において、ポンプ（１０２）は、容器の充満
状態の直接的な指示として、明確なレベル検知を利用する。ポンプは、容器の中の屑レベ
ルが、充満容器状態を指示するレベルを超えた時を検知するために、容器ドッキングステ
ーション付近に、レベル検知器センサ（図６Ｂの２１８）を含んでよい。レベルセンサは
、ターク社［Ｔｕｒｃｋ，Ｉｎｃ．］によって製造されるＭｏｄｅｌ＃ＢＣ１０－ＱＦ５
センサのようなキャパシタンス検知器等、多くの形態をとり得る。この検知器は、ポンプ
ハウジング内において、所望の高さに位置決めされ得ると共に、イオン流体の存在によっ
て生じさせられるキャパシタンスの変化を読み取る能力を有する。検知器は、ポンプハウ
ジングを介して、この変化した環境を検知し得、それ故、露出させられる要素は存在しな
い。キャパシタンス型検知はまた、ミスト又は霧等の状態に対して、耐性を有する。光学
式、超音波、接触線、フロートシステム等、他の明確なレベル検知機構が使用されてもよ
い。
【００８１】
　患者は、移動可能であってよく、或いは搬送される必要があるので、流体が跳ね上がり
、且つ満杯容器の誤った明確な指示をもたらし、結果的に不当な信号或いは警告を生じさ
せる場合に、振動及び運動が人為的な結果をもたらす可能性がある。ソフトウェアのアル
ゴリズムは、この誤った指示の可能性を最小減にするために、マイクロプロセッサによっ
て使用されてよい。アルゴリズムは、遅延時間及び標本速度を組み入れる。１０ミリ秒の
標本速度及び４秒の遅延は、運動の人為的な結果に起因する誤った充満指示を低減させる
有効なパラメータセットである。好適には、アルゴリズムは、マイクロプロセッサポンプ
制御にプログラム化される。
【００８２】
　直接レベル検知器はまた、システムが、満杯容器と、基準気流からのずれによって検知
される導管の他の遮断により生じさせられる閉塞状態を区別するのを可能にする。直接レ
ベルセンサは、正常気流指標よりも低い視覚的且つ聴覚的警報のアレイを点灯し得る信号
を供給する。臨床家へ容器満杯状態及び閉塞の区別をもたらすことにより、作動を単純に
すると共に、システムの使用をより容易に、且つ使用者の操作ミスをより少なくする。
【００８３】
計時サブシステム
　ポンプユニットは、ポンプが作動している時間間隔に対応する時間単位を記録及び蓄積
する計時サブシステムを有してよい。好適には、計時サブシステムは、他のセンサからの
入力に基づいて、時間単位を記録及び蓄積するために、マイクロプロセッサ（２１０）の
プログラムを使用する。例えば、計時は、オン／オフ／間欠電源スイッチからの信号、或
いは回転速度計又は他のセンサからのポンプ作動時検知信号によって、開始及び停止させ
られ得る。マイクロプロセッサの計時サブシステム又はプログラムは、また好適には、ポ
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ンプが作動していると時間単位のレポートを提供するための時間レポートルーチンを含む
。時間レポートは、実行時間間隔の記録、日付及び実行時間間隔の継続時間の記録、合計
蓄積実行時間の記録、蓄積コンプライアント実行時間の記録、及びプリセット実行時間期
間に残る実行時間の記録を含んでよい。
【００８４】
　計時サブシステムはまた、漏れ又は閉塞に起因する異常作動状態を指示する警報に関連
付けられてよい。これは、計時サブシステムが、合計ポンプ作動時間及びコンプライアン
ト作動時間を検知及び記録するのを可能にする。コンプライアント作動は、治療の慣行に
よって定義されてよい。例えば、コンプライアント時間は、時として、２４時間の内の２
２時間に亘る正常な吸気の適用として特定される。時間報告サブシステムは、ポンプ作動
時間に加えて、コンプライアント実行時間のレポートも行ってよい。
【００８５】
　計時サブシステムは、予定された維持管理又は洗浄の残り時間を指示し、又は使用に対
する支払いが時間単位に基づき戻り或いは予め支払われる場合に、使用された時間又は支
払い請求プランに残る時間を指示するために、使用されてもよい。ポンプがこのようにし
て販売又はリースされた時に、計時サブシステムは、ポンプが作動している時間期間に対
応する時間単位を記録及び蓄積する能力を有し、また創傷治療システムが正常作動してい
る時のコンプライアント実行時間を含む実行時間のレポートを供給する。
【００８６】
状態指示器及び警報器
　システム状態信号表示器は、システムが正常作動している時に、ポンプを通る流れが、
基準気流を維持するのに必要とされる範囲内にあると視覚的に指示するために、色づけさ
れると共に目盛りが付けられたバーメータ（１１４）の形態をなしてよく；また逆に言え
ば、ポンプが基準気流を維持するのに必要とされるよりも高速で作動していることを指示
して、システムでの空気の漏れを指示し、或いは基準気流を維持するのに必要とされるよ
りも低速で作動していることを指示して、システムでの空気の遮断を指示する。ポンプは
、ビープ音等の異常作動の聴覚的指示をもたらしてもよい。
【００８７】
エラー検知及び表示
　ポンプは、ポンプ作動パラメータ、又は低充電等の基準気流から検知されるもの以外の
エラーを指示する警告又は警報ライト（１１６，１１８，１２０）を有してよい。電子制
御装置は、流量検知の故障及び他のエラーの視覚的且つ聴覚的指示の多くの組み合わせを
可能にする能力をもたらす。図６Ｂのマイクロプロセッサの実施形態において、流速信号
表示器（２１４）とは別の視覚的エラー指示表示器（２１６）は、付加的に故障の発見を
援助する。これらのエラーは、センサからマイクロプロセッサへの信号によって検知され
る。マイクロプロセッサは更に、英数字表示としての信号を、以下のエラーと相関するエ
ラー表示器（２１４）へ送る：過剰圧力、容器の紛失、変換器故障、低電池、少作動時間
残余、及び誤った電源の取付け。
【００８８】
　過剰圧力は、暴走するポンプにより、潜在的に高い圧力が患者に供給される状態である
。マイクロプロセッサのエラー検知ソフトウェアは、連続的に圧力変換器の出力を集計す
ると共に、その出力を記録された最大許容圧力と比較する。最大許容圧力を所定時間の間
超えたならば、マイクロプロセッサはポンプを遮断し、また過剰圧力エラーが、エラー表
示器に指示される。
【００８９】
　容器紛失状態は、屑収集容器が結合金具に接続されていない状態で、ポンプが作動させ
られるならば生じる。この状態は、開始時点で生じ得ると共に、システムを通る気流が、
対応する最小圧力増加を伴うことなく所定レベルを超えた時に、エラー検知ソフトウェア
によって検知される。容器紛失のための検知流速は一般的に、取り外され或いは汚染され
た創傷用包帯から予想される増大した流量よりも大きくなるように設定される。これが検
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知された時に、容器紛失エラーが、エラー表示器に指示される。
【００９０】
　圧力変換器の故障は、２つの形態をとり得る：開路［圧力示度無し］又は高真空を指示
する過剰に高い示度。後者は、過剰圧力［上述］として解釈されると共に、結果的にポン
プのフェイルセーフ停止をもたらすので、明白である。開路故障は、零圧力出力として現
れる。従って、エラー検知システムソフトウェアが、気流を検知したが、零圧力であるな
らば、変換器故障エラーが、エラー表示器に指示される。
【００９１】
　低充電は、ポンプのプラグが外部電源に差し込まれていない時に、電池出力電圧を集計
するエラー検知ソフトウェアによって判定される。閾値低電圧レベルを超えた時に、低電
池エラーが、エラー表示器に指示される。
【００９２】
　少作動時間残余は、計画された維持管理サービスまでの残りの時間、又はプリペイドレ
ンタルプランでの残りの時間を指示するために使用される時に、ポンプの計時機能と連動
させられる。計時システムは、常に、実行時間及びプリペイド時間数等の目標時間の残り
時間を蓄積する。エラー検知システムは、時間残余閾値に設定され得、その結果、時間残
余が閾値よりも下に降下したことを、蓄積された時間が指示した時に、少時間エラーが、
エラー表示器に指示される。
【００９３】
　誤った電源の検知は、過剰な電圧をシステムに供給することからの保護のためである。
これは、入力電圧を設定最大レベルと比較すると共に、電圧が最大レベルを超えたか否か
を検知することにより達成される。システムソフトウェアは、過剰な電圧を検知すると共
に、ポンプを遮断し、また誤電源エラーが、エラー表示器に指示される。
【００９４】
収集ラインパルスシステム
　収集ラインパルス機能は、ライン内の流体量を最小減にし、且つ負圧の正確な送出を保
証するために、収集ラインが可能な限りきれいに維持されることを保証するように意図さ
れる。基準気流からのずれが閉塞を指示し始めた時に、マイクロプロセッサモータ制御装
置は、選択された圧力をより高いレベルに再設定し得、圧力制御回路にポンプを始動させ
、或いはポンプ速度を増加させる。このポンプの作動により、ポンプからの過渡的な高い
負圧出力の圧力パルスが、患者及び収集容器の間のラインを掃除する。マイクロプロセッ
サは、閉塞指示の点灯に先立ち、圧力パルスが開始されるように、プログラムされる。圧
力パルスの後に、圧力変換器の圧力示度の減衰が続くならば、閉塞指示は点灯しない。圧
力示度の減衰は、収集ラインの洗浄を指示しており、従って、閉塞の懸念を排除する。
【００９５】
安全要素
　システムの冗長性、ひいては強化された安全性は、圧力制御システムを監視及びエラー
検知ソフトウェアとは独立して作動させることにより、達成される。圧力変換器は、適用
された負圧レベルを制御するために、従来の圧縮機回路で利用される。圧縮機回路が故障
するならば、ソフトウェアはシステムを遮断させる能力を有し、またソフトウェアが故障
するならば、独立した圧力制御装置が、制御された吸気を患者へ供給する。
【００９６】
　ポンプは、患者からポンプを通り発散され得る臭気を制御するチャコールフィルタ要素
を有してよい。この要素は、ポンプの出口に載置されると共に、容易に変換及び交換され
得る。また、ポンプからの排気における湿気を最小減にするために、乾燥剤がフィルタと
共に使用され得る。
【００９７】
　容積形ポンプは一般的に、騒音を生じさせるチェック弁を利用する。ポンプは、ポンプ
から発する騒音を低減させるために、ポンプの出口上方に載置される板ばね形状の背圧機
器を利用する。
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【００９８】
ターゲットメータ代替物
　基準気流と共に作動する創傷用包帯システムにおいて、漏れ検知機器として利用され得
、システムを通る流れを判定する他の機器が存在する。これらの機器は、気流を直接的に
測定し、それ故、非容積形ポンプ及び壁面真空源と共に、また容積形ポンプと共に使用さ
れ得る。図７に示されるように、ターゲットメータは（１２０）は、圧力の変化に非感応
的な確実な流量検知機器である。ターゲットメータ（１２０）は、入口オリフィス（１２
２）と、一般的にオリフィスに隣接して載置されるターゲット（１２４）を利用する。タ
ーゲットは、軸（１２６）に取り付けられると共に、点（１２８）又は電機子上で枢動す
る。軽ねじりばね［図示なし］が、ターゲットをオリフィスに隣接させたままにするため
に使用されてよい。軸の伸長部は、流路の外側に載置される。気流がオリフィスに入ると
、ターゲットはオリフィスから強制的に離される。リードスイッチ（１３０）等の近接セ
ンサは、軸伸長部の端部上にある磁石の位置、ひいては回路における流れの存在又は欠如
を検知すると共に、流速を測定するように載置される。ターゲットメータは、上述したよ
うな、アナログ流速情報を提供するために、屑収集容器及びポンプの間に、或いはポンプ
の出口に、或いは屑収集容器及び固定式吸引源の間に載置され得る。
【００９９】
流量測定代替物
　単独で、或いは吸引源と共に使用され得る他の流量検知機器には、流れている空気流に
おけるワイヤ冷却の関数として、流量を判定する熱線風速計と、フロートの位置を検知す
る光学式検知器を備えたロトメータと、流れが適用された時に回転するタービンメータと
を含む。これらの流量検知システムは一般的に、圧力の変化に感応しない。熱線風速計は
、屑収集容器及びポンプの間に、又はポンプの入口に、又は屑収集容器及び又は固定式吸
引源の間に載置され得る。これらの代替流量センサは、ベーンポンプ及びスクロールポン
プ等、容積形ではない他の型のポンプの使用を可能にする。例えば、流速の間接測定を行
う差圧［ＤＰ］セル等、殆どどのような流量器具も使用され得る。
【０１００】
　システム内で故障状態が判定された時に、状態が正され、或いは使用者がシステムの電
源をオフにするまで、ポンプは継続的に作動し、創傷に適用される最適レベル以下の吸気
は、全く吸気が存在しないよりも好ましいので、最適吸引レベル以下の吸気を供給する。
【０１０１】
治療流体の供給及び基準流量
　上述された実施形態において、正常及び異常作動の間を認識するための基準流量は、通
気孔を介して吸引導管に供給される周囲空気であった。しかしながら、基準気流は、富酸
素空気、一酸化窒素、加熱加湿空気、又はエアロゾル含有薬剤小滴又は粒子等、治療用混
合物の形態で供給され得る。このような形態は図８に示されている。酸素調整器又はネブ
ライザ等の治療用混合物源（１１５）は、創傷に至る導管（１１７）に接続される。混合
物は、創傷カバー（１５２）の下側又は中の導管を通り運ばれると共に、創傷接触材料（
１５６）の付近で、創傷用包帯（１５４）に解放される。この混合物の一部は吸収される
が、流れが平衡状態に落ち着いた時に、基準気流をもたらすために、十分な量が吸引導管
を通り戻され得る。
【０１０２】
　気流モニタは、携帯式ポンプと、又は吸引調整器の器具結合金具の前に連結され得る一
方、上述したように、気流モニタ（１１９）は、治療用混合物源（１１５）及び創傷カバ
ー（１２２）の間に設けられ得る。カバーの下側の導管の一部は、使用に際して汚染され
るので、取り外し可能な使い捨て管（１２１）が、モニタから創傷湿布への導管の部分に
使用されてよい。それ故、本発明は、創傷への吸引治療の維持管理、並びに創傷に対する
治療用物質の適用及び除去を監視する能力を提供し得る。
【０１０３】
　本発明は、上述の幾つかの実施形態に関して説明及び例証されてきたが、当然のことな
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がら、本発明は、その範囲及び特質から逸脱することなく、他の形態で具体化されてよい
。それ故、本発明の範囲は、以下の請求項から導き出されるべきであり、請求項の言語は
、詳細に説明されていない構造を事実上包括することを認識するべきである。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５Ａ】

【図５Ｂ】 【図６Ａ】
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【図６Ｂ】 【図７】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年7月10日(2009.7.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　負圧を生じさせる携帯式吸引ポンプを備え、吸気を創傷へ適用するシステムにおいて、
前記ポンプは
　（ａ）創傷用包帯から前記ポンプへの導管を通る気流を測定する流速監視システムと、
該流速監視システムは、該気流が基準流速範囲内にあるか、該基準流速範囲より低いか、
或いは該基準流速範囲より高いかを検知することと、
　（ｂ）前記気流が前記基準流速範囲より低い時に閉塞を、該気流が該基準流速範囲内に
ある時に正常動作を、また該気流が該基準流速範囲より高い時に漏れを指示する視覚的指
示器と、
　（ｃ）前記ポンプの入口において、圧力変換器によって検知された圧力を、圧力設定値
付近の上限値及び下限値の間に維持するために、該ポンプの動作を制御する圧力制御回路
と
を含むことを特徴とするシステム。
【請求項２】
　前記流速監視システム及び前記視覚的指示器はマイクロプロセッサによって制御され、
前記圧力制御回路はマイクロプロセッサからの入力がない状態で、前記ポンプの動作を制
御する固体素子電子機器を使用することを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記導管内に基準気流を導入する通気孔を備える請求項１または２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記創傷から吸引された液体を収集するために、前記創傷用包帯及び前記ポンプの間の
前記導管に配置される屑収集容器を備え、該屑収集容器は接続用連結金具を有し、
　前記ポンプは屑収集容器を支持するドッキングステーションと、該屑収集容器の接続用
連結金具に連結される連結金具とを有する
ことを特徴とする請求項２に記載のシステム。
【請求項５】
　容器満杯センサは屑収集容器に収集された屑のレベルを表す信号をマイクロプロセッサ
に出力し、且つ該マイクロプロセッサには、屑収集容器が満杯であるという指示が誤って
行われることの可能性を低減させるために、前記容器満杯センサが出力する信号の時間遅
延及び採取速度を組み入れたアルゴリズムが予め記憶されていることを特徴とする請求項
４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記気流が前記基準流速範囲よりも高い時に、前記流速監視システムは更に、該気流が
該基準流速範囲よりも高い第１範囲内にあるか、又は該基準流速範囲よりも高い第２範囲
にあるかを検知し、該第２範囲は、該第１範囲よりも、該基準流速からのずれが大きく、
　前記指示器は更に、前記気流が前記基準流速範囲よりも高い前記第１範囲内にある時に
、第１レベルの漏れを指示し、また該気流が該基準流速範囲よりも高い第２範囲内にある
時に、第２レベルの漏れを指示する
ことを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記指示器は、前記ポンプを通る気流の状態の図形視覚的指示を供給するために、色付
けされると共に目盛りが付けられたバーメータを含むことを特徴とする請求項６に記載の
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システム。
【請求項８】
　前記マイクロプロセッサは、間欠圧力治療が所望される時に、定期的な時間間隔で、使
用者選択レベル及び該使用者選択レベルよりも低い第２非零圧力レベルの間において、圧
力設定値を変化させるプログラムを実行することを特徴とする請求項２に記載のシステム
。
【請求項９】
　前記マイクロプロセッサは気流が基準気流よりも低くずれ始めた時に、圧力設定値より
高い吸引レベルへを増加させるためのプログラムを実行し、患者及び屑収集容器の間のラ
インを掃除する目的で、吸引圧力パルスを生じさせることを特徴とする請求項２に記載の
システム。
【請求項１０】
　前記圧力パルスの発生は視覚的指示器が閉塞を指示する前に開始され、また視覚的指示
器は、圧力パルスの発生の後に、圧力変換器によって検知される圧力の減衰が続くと閉塞
を指示しないことを特徴とする請求項９のシステム。
【請求項１１】
　前記マイクロプロセッサは医学的に有効な治療を行うべく、適切な吸気が創傷へ与えら
れる時間を示すOLE_LINK1OLE_LINK2コンプライアント実行時間OLE_LINK1OLE_LINK2の時間
単位を記録及び蓄積するための計時プログラムを実行し、コンプライアント実行時間中は
気流が基準流速範囲内にあることを特徴とする請求項２に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記計時プログラムは前記記録された時間単位のレポートを供給するための時間レポー
トルーチンを有することを特徴とする請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記レポートは蓄積されたコンプライアント実行時間の記録を含むことを特徴とする請
求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　創傷を包囲する皮膚に対して封止可能な創傷カバーを含む創傷用包帯を備える請求項１
に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記屑収集容器内の屑レベルが満杯容器状態を示すレベルを超えたことを検知すべく、
前記ポンプが屑収集容器のドッキングステーションに隣接してセンサを更に含む有するこ
とを特徴とする請求項２に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記ポンプはマイクロプロセッサを有し、前記センサは屑収集容器に収集された屑のレ
ベルを表す信号をマイクロプロセッサに出力し、該マイクロプロセッサは屑収集容器の内
部で揺れ動く液体によって生じさせられる容器が満杯がであることを誤って表示する可能
性を低減させるために該信号に適用させられるアルゴリズムを予め記憶し、さらにポンプ
はその背圧を増加させるために、解放可能なラッチ金具及びポンプに接続された空気吐出
ポートの間に配置される板ばね式消音装置を有する請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記視覚的指示器は、第１の色によって閉塞を、第２の色によって正常動作を、第３の
色によって漏れを指示する色付け表示器を含むことを特徴とする請求項１に記載の携帯式
吸引ポンプ。
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